
日本ウェルネス歯科衛生専門学校 

2022年度学校関係者評価 報告書 

 

学校法人タイケン学園 日本ウェルネス歯科衛生専門学校関係者評価委員会は、「2021年度自己評価報告書」の結果に基づいて学校関係者評価

を実施したので、下記のとおり報告します。 

 

1. 開催日時 2022年 6月 16日（月） 19:00~20:00（オンライン） 

2. 学校関係者評価委員（五十音順） 

倉俣 弥沙 平成 27年度卒業生 

下山 和弘 東京医科歯科大学名誉教授 

田中 入 朝霞地区歯科医師会 理事 

長谷 誠 ファイン矯正歯科 院長 

事務局 

前田 隆秀 日本ウェルネス歯科衛生専門学校 校長 

大川 浩子 日本ウェルネス歯科衛生専門学校 事務長 

渡辺 節子 日本ウェルネス歯科衛生専門学校 教務主任 

猪島 恵美子 日本ウェルネス歯科衛生専門学校 教務 

渡邉 真菜 日本ウェルネス歯科衛生専門学校 教務 

3. 学校関係者評価委員会議事概要 

2021年度自己評価報告書および 2023年度カリキュラム変更案を事前配布の上、自己評価報告書内容にもとづき説明し、評価・意見を聞い

た。 

 

 

 



 

評価項目 評価・意見 今後の改善方策 

1. 教育理念・目標 自主的、主体的に学ぶ姿勢を持ち、思いやりの心を持った歯科

衛生士の育成の為、1年生は 2020年度からの新カリキュラムで

行って 2年になるが、順調に進んでいるのか。 

順調に進んでいるが、少し細分化しすぎたところがある。 

また、思いやりの心を育成するには、日々の関わりが大

切になる為、教職員の対応等を常に指摘し合うように取

り組んでいる。 

2. 学校運営 学園の事業計画に基づき適切に学校運営されているので問題は

ないです。 

先を見越した考えで、情報システム化など学園全体で取

り組んでいる。 

3. 教育活動 昨年同様、卒業生は就職先から高評価を得ている。特に社会性、

人間性の部分での評価が高い。 

 

 

2021年度はオンライン授業が多くなったが、家庭の通信環境に

よっては通信料が高い、通信状況が安定しないなど、厳しい学

生が出てきている。今後どのように対応していくのか。 

就職先からの評価は非常にありがたい。教職員が出来て

いなければ学生にいい教育はできないという学園の考え

に基づき、今後も姿勢を正していく。 

 

通信環境が不安定で途中で切れてしまった学生には、授

業後、配信するなどの対応をした。 

通信料の問題がある学生は、登校してもらい学校でオン

ライン授業を受けるなどの対応をした。 

4. 学修成果 昨年度に続きオンライン授業が多くなり、学生の理解度に問題

はないか。また、昨年度の国試対策授業に影響はあったか。 

国試対策については影響なかった。しかし 2020年入学

者については、入学して以来オンライン授業が続いてい

ていた。オンラインでの個人面談などはしてきたが、今

年度は 8割を対面にしており、最後の 1年間での関わり

が大切だと考えている。 

 



5. 学生支援 昨年同様、家庭の経済面の問題で学費の支払いが困難、コロナ

禍で濃厚接触者になる等で公欠が増えているが、学校としての

支援はどのようにしているのか。 

 

 

経済面に関しては、学費は分納、延納などで対応してい

る。また、未納状態が続く場合は保護者と話し、無理の

ない方法を提案している。 

しかし、家庭環境の問題で学業を続けることができなく

なる場合もでてきている。 

 

公欠が多くなることについては、授業の遅れがでないよ

うに、ハイブリッド型の授業で対応している。 

6. 教育環境 施設・設備は整っており、問題ない。 

Web環境の充実を図っていることは、非常に評価できるが、活

用方法を考えていく必要がある。 

今後はもっとWeb授業の活用の仕方を高めていく。 

7. 学生の受け入れ募集 学生募集、入学選考は今年度も適切に行われている。 

入学後すぐに退学する学生はいないか。 

入学のミスマッチをなくす為、学校説明会で高校生、保

護者に対して複数の学校を比較検討して選択する等の話

をしている。2021年度はすぐに退学する生徒はいない。 

8. 財務 健全な運営がなされていて、問題ない。 問題なし。 

9. 法令等の遵守 自己評価のとおり、適切に遵守されていて問題ない。 問題なし。 

10. 社会貢献・地域貢献 保育園や小学校での校外活動、歯科のイベントに地域住民、近

隣の福祉施設通所者等を招待しているなど、特に問題ない。 

今後も地域の方々と交流している中で、要望等があれば、

随時検討する。 

11. 国際交流 学校法人の教育理念に「グローバルな人材育成」が掲げられて

おり、留学生の受け入れもされているため問題はないが、就職

など、卒業後はどうしているのか。 

学園の国際交流部と連携をとりながら進めていく。 

3月に 1名卒業し、歯科医院に正社員として就職してい

る。現在、1年生に中国からの留学生、2年生にベトナム

からの留学生が在籍している。 

入学の基準は日本語能力検定試験 2級以上に合格してい

るか、臨床実習における患者様に対するコミュニケーシ

ョン能力を考えると慎重に選考しなければならない。 

 


